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昨年末ケーブルネット
296にて、日本における
西洋医学（当時は蘭学）
の先駆者であった佐藤
泰然先生の没後150周年
の特別番組が放送されま
した。当院も取材して頂
きましたが、その中で、
「膀胱穿刺術」という泌
尿器科手術を日本で最初
に行ったという事を知り
ました。現代で例えるな
らば、さながらロボット

支援手術（ダヴィンチ®）でしょうか？ただ医療器具もま
だ十分でない時代に、前立腺肥大症などで尿閉から腎不全
となると、生命にかかわる病状だったと思いますので、当
時としては画期的な治療だったと想像します。また全国か
ら集まった多くの弟子を育て、孫弟子まで入れると3,000
名にのぼるそうです。
かつて「東の佐倉、西の長崎」と称され、蘭学の先進地

であった佐倉の地に開院された当院も一昨年30周年を迎
えました。この間に、診療部門の増設、放射線治療棟など
の建設・ロボット支援手術などの新規診療技術導入といっ
た、ソフト・ハード両面での診療体制の充実、さらに研究
環境の整備を進めて参りました。現在では、地域医療支援
病院・がん診療連携協力病院・災害拠点病院などとして地
域に貢献するとともに、新専門医制度の基幹施設として教

育にも尽力しております。昨年7月には大きな手術室2室
の増設が完了し、うち1室はロボット支援手術専用に設計
され、現在年間約200例のペースで、泌尿器科や消化器外
科のロボット支援手術が行われています。
薬剤などの臨床試験（治験）に関しても、消化器内

科・泌尿器科をはじめ複数の診療科で国際共同試験にも
多く参加しており、その成果はNew England Journal of 
MedicineやLancet Oncologyなどの世界的な医学雑誌に
公表されています。江戸時代から医学の先進地であった佐
倉に誕生した当院ですが、令和の時代において大学病院と
して最先端診療を提供するとともに、多くの優れた人材の
育成ができるようにスタッフ一同頑張っております。皆様
のより一層のご支援どうぞよろしくお願い申し上げます。

副院長／泌尿器科

鈴 木 啓 悦
Hiroyoshi Suzuki

佐倉病院における最先端診療
　　～蘭学の先進地・佐倉から～ 

転移性前立腺癌における3剤併用療法（我が国でも本年から保険適
応が承認）の有効性を示した論文です。鈴木が共著者として報告しま
した。N Engl J Med 2022; 386: 1132-42
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 執行部紹介 ≪一部変更のお知らせ≫

病院長

吉
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● 役割変更となる先生、新たに入られる先生からのコメント 

院長補佐（医療安全担当）

中川　晃一

この度医療安全管理室長を拝命いたしました。当院の基本理念の第一項目は「質の高い医療を安全に提供
する病院」であることです。高度な医療を提供するために必要な安全管理を徹底し、すべての患者さんの権
利と尊厳を守るべく活動を行ってまいります。それにより、地域の皆様がいつでも安心して受診できる病院
であり続けることを目指します。何卒よろしくお願い申し上げます。

院長補佐（医療連携・広報担当）

大橋　靖

この度、前任の中川晃一先生の後任として医療連携とともに広報も担当させていただくことになりまし
た。医療連携では、院内外の先生にお力添えいただき、佐倉病院の持つ病院機能を最大化することを目標に
取り組んでおります。広報では、当院の機能・取り組み・スタッフの素顔を皆様にお届けし、さらに顔の見
える連携を推進して参りたいと思います。よろしくお願いいたします。

院長補佐（救急担当）

佐野　厚

2023 年 2月より院長補佐となりました。これまで外科・呼吸器外科を担当範囲として診療を行ってきま
したが、病院全体を担当範囲として活動して参ります。
担当は救急です。当院の救急部は一林医師を迎えて、より幅広く応需できる体制にしています。ソフト面
もハード面もさらに発展させるべく院長補佐の業務を行っていきます。
引き続き災害派遣室長として災害派遣も担当します。DMATや災害派遣ナースの派遣によって当院が地
域に貢献できるよう努めていきます。今後ともよろしくお願いいたします。

薬剤部長

土井　啓員

この度、前任の増田の薬学部移籍に伴い、薬剤部長に就任することになりました。スタッフ、患者さんか
ら全幅の信頼を寄せられる薬物治療のアドバイザーを目指して、薬剤師の職能充実を図ってまいります。他
職種との協働に積極的に取り組み、病院と東邦大学に貢献していく所存です。今後とも、何卒よろしくお願
い申し上げます。
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昇任紹介

新任紹介

当科は、内科学講座の一員とし
て総合内科診療の役目を担いつつ、
1型・2型糖尿病、肥満症、メタボ
リックシンドローム、脂質異常症、
高尿酸血症などの代謝疾患や、間脳

下垂体、甲状腺、副腎を中心とした内分泌疾患の診療を
行っています。大学病院ならではのインスリンポンプ療
法、甲状腺超音波下穿刺吸引細胞診、副腎静脈サンプリ
ング、血管機能検査CAVIなど最先端の医療を提供する一
方で、当科独自の「ヘルスケアファイル」を活用し、看
護師や管理栄養士らとともに活発なチーム医療を行って
います。
とくに肥満症治療は、国内随一の診療体制を誇りま

す。フォーミュラ食を用いた食事療法、運動・行動療法
を基本に、近年選択肢が増えつつある薬物療法、30％
程度の減量が期待できる減量・代謝改善手術（保険診療
または先進医療）など、患者さんの病態や状況を把握し

最適な治療法を提供します。肥満症は難治性疾患であり
「リバウンドする病気」ともいえます。メンタルヘルス
の不調がその一因であることも多く、専門家との連携も
積極的に行います。
私は1998年に入職し、白井厚治教授、龍野一郎教授

のもとで研鑽を積んでまいり、このたび2022年11月付
けで教授を拝命いたしました。医療を通じて患者さんの
健康長寿、合併症予防を実現するとともに、患者さんそ
れぞれのストーリーも大切にし、夢を持ってもらえるよ
うな診療を目指しております。地域の諸先生方と力を合
わせ、地域の健康を支えていく決意を新たにしておりま
す。一方、水を差すような話で恐縮ですが、当科の一時
的な人員減少と近隣基幹病院の縮小が重なり、地域の先
生方にはご迷惑をおかけする状況が続いております。状
況改善に最善を尽くしておりますが、当面の間は「緊急
事態」をご容赦いただきたく、また逆紹介の推進にご理
解をいただけますと幸いに存じます。

2003年東邦大学医学部卒業の一
林亮と申します。2022年4月より東
邦大学医療センター佐倉病院の救急
部に赴任しました。私は東邦大学医
療センター大森病院で初期研修をお

こない、同病院救命救急センターに入局し救急医学を学
び、川口市立医療センターの救命救急センターで外傷救
急を学びました。その後4年間の消化器外科出向、約1年
間の麻酔科出向を経て、東邦大学医療センター大森病院
の3次救急医療に従事し6年間医局長業務をおこない今に
至ります。
外傷手術、ECPR、respiratory ECMO、内科重症管

理、心臓術後管理・・・あらゆる初期救急医療・集中治
療を一通り行ってきました。専門医は、日本救急医学会
救急指導医・専門医、集中治療専門医、東京DMAT、統

括DMATも取得しています。
このように私は初期救急・集中治療・内科・外科問わ

ず救急・集中医療全般を隔たりなく行うことができるの
が救急医だと考え精進してきました。印旛医療地域の救
急医療の特徴は介護が必要な高齢者が多いことです。こ
のため高齢者救急は逼迫の課題と考えます。また、千葉
県は10万人あたりの医師の数は47都道府県中45位に位置
します。医師の数が少ないうえに、増えゆく高齢者救急
を支えなければいけません。以上より、わたしの目標は
これまでの経験を活かし、地域の救急医療を行うことで
す。このためにも地域の開業医、医療機関の先生方とは
連携が必須と考えます。新参者ではありますが、地域救
急医療の発展のため頑張りますので、今後ともよろしく
お願いいたします。

糖尿病内分泌代謝センター　教授

齋木　厚人　さいき　あつひと

救急部　講師

一林　亮　いちばやし　りょう



東邦大学医療センター佐倉病院　臨床病理症例検討会は、COVID-19の感染拡大防止のため、しばらくの間公開中止と致します。
（問い合わせ先：教育支援室）
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2023年2月4日（土）に、第11回
佐倉病院医療連携学術フォーラムを
ハイブリット形式にて開催致しまし
た。
1月中旬より新型コロナウィルス感
染者数もピークアウトし、皆さまに
参加を慎重にご判断いただき、院外
75施設から104名（来場56名、
Web48名）と院内102名（来場54
名、Web48名）、計206名の方にご
参加いただきました。院外からの出

席者の内訳は医師会・医療機関・保健薬局・訪問看護ステーション・行政などから医師・歯科医師42名、メディカルス
タッフ62名でした。
午後4時から吉田友英病院長による開会の辞の後、炭山嘉伸理事長からお言葉をいただき、印旛市郡医師会会長菅谷義範
先生と佐倉市副市長石井健司様よりご挨拶をいただきました。講演1は菅谷先生と鈴木啓悦副院長の座長により、『佐倉病
院の呼吸器外科』と題して呼吸器外科佐野厚教授、『三方よしの佐倉消化器外科構想』と題して消化器外科大城崇司准教
授から佐倉外科の新体制と展望について熱のこもった講演をいただきました。講演2では、印旛市郡医師会理事佐倉地区代
表滑川尚史先生と私の座長により、『地域の小さな病院のできることは？～在宅支援病院としての役割～』と題して、佐
倉中央病院病院長岩淵康雄先生から佐倉市の高齢化問題と佐倉中央病院の医療機能と役割についてご講演いただき、
『“最後を自宅で過ごす”を考える』と題して、医療法人社団まごころ理事長梅野福太郎先生から在宅医療の取り組みと
役割についてご講演いただきました。自分や自分の家族は人生の最終段階で最善を尽くしてもらったと思える医療を提供
するためにはどうしたらよいか、高齢者の急病をいかに地域で支えていくべきかを考える大切な機会になりました。
第2部の懇親会は自粛させていただきましたが、多くの医療関係者にご出席いただけましたことを心より感謝しておりま
す。佐倉病院は今後も高度急性期病院としての役割を果たしつつ、地域医療支援病院として地域のニーズに答えていきた
いと考えております。今後も本フォーラムが地域での多職種の連携に貢献できるように発展させてまいりたいと考えてお
ります。引き続きご指導、ご鞭撻の程宜しくお願いします。

医療連携セミナー　開催のお知らせ
第24回 医療連携セミナー
●開催日時：2023年6月8日（木）　19：00～20：15
●開催場所：東邦大学医療センター佐倉病院　７階講堂
●テ ー マ：循環器内科

院長補佐／医療連携・患者支援センター長　大橋 靖
第11回 医療連携学術フォーラムを開催

※お申し込み等の詳細は、同封の
　ご案内をご覧ください。

会場の様子

2023年度　診療体制変更（祝日・土曜）について
以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

※平日同様に外来・手術等をしております。 ※救急のご依頼はお問い合わせください。
平日診療体制 休　診

祝　日
2023年 5月 3日（水）
2023年 7月17日（月）
2023年 9月18日（月）
2023年10月 9日（月）
2023年11月23日（木）
2024年 1月 8日（月）

土　曜
2023年 5月13日（土）
2023年 7月22日（土）
2023年 9月 2日（土）
2023年10月14日（土）
2023年11月 4日（土）
2024年 1月27日（土）


